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保護者や地域の方々からの協力を得ながら小中一貫教育を進めていくためにも、各中

学校区の取組について、説明をしたり情報を発信したりしてくことが大切です。年度始

めには、中学校区ごとの組織体制や取組状況について発信するとともに、必要に応じて

ホームページ等を随時更新するなどして、地域の方々と情報を共有していきましょう。

＜グランドデザインの内容＞

・ 中学校区における「目指す子ども像」

・ 4-3-2の区切りに基づいた到達目標

・ 推進体制（設置部会等）

・ 取組の具体

・ 中学校区を構成する学校

・ 児童生徒や地域の様子

１年間の活動の流れは以下の通りです。実践の積み重ねを次の年に生かしましょう。

小中一貫教育プロジェクト委員 各部会・研究チーム 年間サイクル
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１月

２月
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第１回プロジェクト委員会

・推進シートの取りまとめ

・部会の見直し

・次年度の計画

・研修集録への掲載

推進シートのまとめ

随時HPへの掲載・
地域への発信

第２回プロジェクト委員会

小
中
一
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の
日

実践計画

（推進シートの作成）

成果や課題の確認

小
中
一
貫
の
日
の
企
画
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次年度へ向けた準備



〇研究チームについて

・・・管理職部会等

・・・プロジェクト委員等

ー部会 ー部会 ー部会 ー部会

部会長V 部会長X 部会長Y 部会長Z　

副部会長W
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２　研究チーム

児童生徒指導部会長 F サブリーダー

地域連携部会長 O

氏名 役割等

学力向上部会長 A チームリーダー

部会長

副部会長

　　　　　　　　　　　　　※学校う　は教員数が部会数より少ない

地域連携部会

参考資料１◆実践研究課題の取組

〇推進体制(例)

・小中一貫教育の組織をもとに研究チームを作り、チームリーダー・サブリーダーを中心に研究を進め

　ます。

・各校から１名以上入り、研究内容が各学校内で共有できるようにします。

各中学校区の特色として共通に取り組む課題を「実践研究課題」とし、２年間を１区切りとして研究を進め

ます。

１　全体組織

学力向上部会 児童生徒指導部会 健康安全部会

パターン１

１つの部会を中心に実践

研究する場合

＜研究チーム＞

◎チームリーダー

〇サブリーダー

その他メンバー

□ □ □

パターン２

全ての部会で実践研究

する場合

＜研究チーム＞

◎チームリーダー

〇サブリーダー

その他メンバー

□ □ □

パターン３

複数の部会で実践研究

する場合

＜研究チーム＞

◎チームリーダー

〇サブリーダー

その他メンバー

□ □ □

研究チームには各校から

１名以上入ってください。



部会長 副部会長

視点
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参考資料２

◯◯中学校区　◯◯部会

◆小中一貫教育推進シート

【児童生徒の実態】

部員

【部会のねらい】

【目指す子ども像】

【実践研究課題】

【年間活動計画】

取組

成果

課題

＜A＞
教育課程の
工夫改善

＜B＞
教育活動の
連続性の確保

＜C＞
教職員間の
連続・恊働

＜D＞
家庭･地域との
連携・協力

ＣDＰ Ｄ Ａ Ｐ

各部会の観点から見た児童生徒の実態を記載する。

（優れているところ、直面している課題、各種調査等の結果、学校評価等）

実践－検証－評価 までを見通した取組とする。

下記の取組と特に関連している項目１つに〇印を付ける。

年度末に、成果・課題をまとめる。

活動計画を記入する。

中学校区の目指す子ども像、及び地区全体で取り組む実践研究課題を記入する。


